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1.	 はじめに

1.1	 アクチュエータ各部の名称

スプリングストップキャップ

アイボルト

オイルタンク

開度指示ビーコン

電気部カバー

ケーブル引込口

端子カバー

表示部カバー

表示窓

オイル充填
プラグ

モータカバーアクチュエータ油圧
シリンダー

マニホールド

現場操作ノブ

ハンドポンプ
(オプション)

油圧シリンダーストップボルトカバーアクチュエータ本体スプリング収納部

図 1.1.1	 SI3アクチュエータ
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1.2	 ロトルク設定器

ロトルクBluetooth設定器Pro v1.1(BTST)
は、旧型の赤外線通信プロトコル(Ir及び
IrDA)と、最新のBluetooth無線通信技術
を兼ね備えています。そのため、本設定器
は、赤外線通信(Ir、IrDA)対応の旧型のロト
ルク製品にも使用することができます(赤
外線通信機として使用する場合は、資料
PUB021-033をご参照下さい)。
BTSTを使用して、Bluetooth無線通信を有
効にしたロトルクアクチュエータや、関連
ソフトウェアと通信を行い、ミッションを
設定・完了することができます。ミッション
とは、BTST経由でアクチュエータに指示を
出して実行させる設定可能なプログラムの
ことであり、設定ファイルやデータロガー
のファイルをダウンロードしたり、アクチュ
エータに特定の設定をアップロードするこ
と等もミッションに該当します(これらはミ
ッションの一例であり、これらだけに限定
されません)。またPC用ソフトInsight2を用
いて、様々なミッションをBTSTにプログラ
ムすることもできます。

ロトルクBluetooth設定器Pro v1.1

仕様
本体：IP54
BTSTは、以下の基準に従って、構成されて
います。

	 �II 1G﻿
Ex ia IIC T4 Ga﻿
CML 19ATEX2194

2776	 IECEx CML 20.0054

2503	 CML 21UKEX2122
	 Ex ia﻿

C
®

US
	� Class 1, Div 1, ﻿
Group A, B, C, D T4﻿
CSA19CA80005457

 	 Ex ia IIC T4 Ga﻿
	 GB 3836.1-2010, ﻿
	 GB 3836.4-2010 ﻿
	 GYJ20.1173X

周囲温度範囲： 
温度：-30℃～+50℃

動作範囲：
赤外線：0.75m
Bluetooth:10m

本体素材：
ポリカーボネート樹脂(炭素繊維10%含有)、
シリコンゴム

安全に選定・取り付け・使用・保守・修理
を行うために
危険場所での安全使用に関する以下の
指示は、次の認証番号を対象としていま
す：CML 19ATEX2194、IECEx CML 20.0054、﻿
CML 21UKEX2122、CSA 80005457。

1.	BTST v1.1は、防爆構造：ⅡC、ⅡBまたは
ⅡA、且つ温度等級：T1、T2、T3またはＴ4
が要求されるDivision1、2及びZone0、1、﻿
2の危険場所で使用することができます。

2.	危険場所に持ち込む前に、BTST v1.1
に、以下の点検を行って下さい。

a.	設定器のいずれかのキーを押したとき
に、設定器前面のLEDが赤または緑色に
点灯することを確認し、BTST v1.1が正常に
機能していることを確認して下さい。LED
が点灯しない場合は、BTST v1.1の点検及
び電池交換が必要となります。

b.	BTST v1.1の場合、組み立てや分解は不
要ですが、BTST v1.1が刺激物質(例：高分
子素材を劣化させる溶剤)と接触する恐
れがある場合は、適切な予防措置を講じ
て下さい。必ず、定期点検を実施し、本体
に損傷がないことを確認して下さい。損
傷がある場合は、機器を使用しないで下﻿
さい。

3.	BTST v1.1は、ユーザーによる修理を想
定した機器ではありません。本器の修理
は、必ず、メーカーまたは認定代理店が適
用される実施規則を遵守して、実施して下
さい。

4.	BTST v1.1の調整は不要です。

5.	3か月ごとにBTSTの点検を実施して下
さい。なお、点検は、必ず、適切な教育を
受けた担当者が、適用される実施規則に﻿
従って、安全(非危険場所)且つ湿気のない
場所で行って下さい。

6.	適用される実施規則に従い、電池交換
は非危険場所で行って下さい。また、交換
の際は、以下のいずれかのアルカリマンガ
ンまたは亜鉛マンガン単四電池を使用し
て下さい。

- 	 Duracell Procell type MN2400
- 	 Energizer Ultimate
- 	 Energizer HighTech
- 	 Duracell Ultra
- 	 VARTA Industrial
- 	 VARTA High Energy
- 	 Panasonic Pro Power
- 	 Eveready Super
- 	 Duracell Chinese
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7.	 BTST v1.1の部品の中で、ユーザーに
よる交換が可能なのは電池のみです。ま
た、ユーザー側で修理することもできませ
ん。BTST v1.1が故障している、若しくは修
理が必要な場合は、当該機器を使用しな
いで下さい。

1.3	 本取扱説明書について

本取扱説明書では、以下についてご案内
しております。
•	 アクチュエータをバルブに取り付ける
場合の下準備及び取り付け方法

•	 電動操作(現場・遠隔)及び手動操作﻿
(オプション)

•	 基本の試運転調整
•	 保守

修理、オーバーホール、予備部品につきま
しては、ロトルクまでお問合せ下さい。

詳細設定、状態、監視の方法につきまして
は、資料PUB021-069をご参照下さい。

付属のロトルクBluetooth設定器Proを操
作してアクチュエータの設定手順にアクセ
スしますので、危険場所でも、本体カバー
を取り外すことなく、圧力レベルや位置リ
ミット、さらには、その他のあらゆる制御・
表示機能を安全、迅速且つ効率的に設定
することができます。また、SIの場合は、ア
クチュエータの主電源を入れた状態で試
運転や調整を行うことが可能です。

SI、Insight2(PC用ソフト)、ロトルクのアク﻿
チュエータシリーズの詳細につきましては、
当社ウェブサイト(www.rotork.com)をご覧
下さい。

2.	 安全衛生

 このマークは、怪我または死亡に繋が
る恐れのある安全上の問題を回避するた
めに必要な重要情報であることを表して
います。

本取扱説明書は、熟練ユーザーにSIレンジ
バルブアクチュエータの取り付け、操作、
調整、点検方法をご案内するためのもので
す。訓練や経験を積んだ熟練の担当者以
外は、ロトルクアクチュエータの取り付け、
保守、修理を行わないで下さい。

如何なる状況でも、ロトルクが提供または
指定した交換用部品以外は使用しないで
下さい。

作業の際は、本取扱説明書及びその他関連
マニュアルの指示に従い、行って下さい。

本取扱説明書及びロトルクのその他取扱
説明書の指示とは異なる方法で使用した
場合、アクチュエータの保護性能を損ねる
恐れがあります。

本機器のユーザー及び取扱担当者は、職
場の安全衛生に関する法規定で定められ
た責任を熟知しておいて下さい。SIアクチ
ュエータをその他の機器と併用する場合
は、更なる危険についても考慮して下さ
い。ロトルクSIアクチュエータの安全使用
に関して、詳細情報やご案内が必要な場
合は、ご希望に応じて、提供させて頂きま
す。SIアクチュエータの電気的接続、保守、

使用は、国内法及び、取り付け場所に適用
される本器の安全使用に関する法規定に
従い、実施して下さい。

英国の場合：Electricity at Work Regulations 
1989(1989年職場電気規則)及びIEE Wiring 
Regulations(IEE配線規則)の該当エディシ
ョンにて与えられた指示に従って下さい。
また、ユーザーは、Health and Safety Act 
1974(1974年労働安全衛生法)で定められた
義務についても、熟知しておいて下さい。﻿
米国の場合：米国電気工事規程(NFPA70)が
適用されます。

機械の取り付けは本取扱説明書の指示、
及びBritish Standard Code of Practice (BS
規格実施規則)等の関連基準に従って、実
施して下さい。アクチュエータの銘板に、
危険場所への取り付けに適していること
が記載されていれば、そのアクチュエータ
はZone 1及びZone 2の危険場所に取り付
けることが可能です。発火温度が135℃未
満の危険場所には、アクチュエータを取り
付けないで下さい(ただし、アクチュエータ
の銘板に、これより低い発火温度にも適し
ている旨の記載がある場合は除く)。

銘板記載のガスグループに対応していない
危険場所には、アクチュエータを設置しな
いで下さい。

アクチュエータ電気的接続、保守、使用につ
いては、当該危険場所認証に関連する実施
規則を遵守の上、行って下さい。



6   SI 取扱説明書 – セクション:  安全衛生

危険場所認証の要求事項に従っていない
場合は、点検や修理を行わないで下さい。
アクチュエータの危険場所認証が無効に
なる恐れがあるため、如何なる状況でも、
アクチュエータに変更を加えたり、改造を
行わないで下さい。特別な作業許可があ
る場合を除き、通電中の電気導体には近
づかないで下さい。許可なき場合は、全て
の電源を遮断し、アクチュエータを非危険
場所に移動させた上で、修理やお手入れを﻿
行って下さい。

 警告：圧縮スプリング(ばね)
SIアクチュエータ内部のスプリングは全て、
予め圧縮されています。絶対に、アクチュ
エータからスプリングを取り外さないで下
さい。

 警告：使用高度
IEC61010-1(計測、制御、研究室用電気機
器の安全規格)に従い、アクチュエータの
取り付け高度は2000m未満に制限されて
います。

 警告：作動油
SIアクチュエータには、20.5Mpa(～3000psi)
ｍで加圧可能な作動油が充填されていま
す。最大圧力(圧力逃し弁の設定)及び指定
作動油の種類に関しては、アクチュエータ
のデータラベルをご覧下さい。

オイル交換が必要となった場合は、まず、
システムから圧力が抜けていることを確
認し、必ず手袋や安全メガネ等の適切な
保護具を着用して下さい。使用済みのオ
イルは、安全に処分して下さい(セクション
10参照)。

 警告：モータ温度
通常の操作で、アクチュエータのモータカ
バーの温度が周囲温度を60℃以上上回る
ことがあります。

 警告：外部熱源
制御モジュールに接続した油圧システム
が、外部熱源となることがあります。

 警告：表面温度
取付業者またはユーザーは、アクチュエータ
の表面温度定格が、外部の加熱・冷却効
果(例：バルブや配管のプロセス温度)によ
る影響を受けないようにして下さい。

 警告：本体素材
制御モジュール：	 アルミニウム

表示窓：	 強化ガラス

外面ボルト：	 ステンレス鋼

アクチュエータ本体：	炭素鋼

ドライブシャフト：	 炭素鋼

配管：	 炭素鋼

仕上げ塗料：	� 2液型エポキシ シル
バーグレー(標準)

ユーザーは、動作環境や、アクチュエー
タの周囲の物質によって、アクチュエー
タの安全性や保護性能が低下すること
のないようにして下さい。ユーザーは、
適宜、アクチュエータが動作環境から適
切に保護されていることを確認して下﻿
さい。

 警告：手動操作 
SIアクチュエータの手動操作(オプショ
ン)に関しては、セクション6.1をご参照下﻿
さい。

 警告：ユニットの重量
アクチュエータの重量は、銘板に記載され
ています。アクチュエータの輸送、移動、持
ち上げの際は、ご注意下さい。吊り上げに
ついては、セクション4にて、説明しており
ます。

 警告：突然の作動
電源を入れた時に、アクチュエータが突然
作動することがあります。意図しない作動
や、それに伴う危険を防止するため、必ず
電源を遮断して下さい。アクチュエータの
セレクタ(取り付けている場合)は緊急停止
ボタンではないため、これを「停止」位置
に合わせても電源を遮断することはでき
ません。
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2.1	 危険場所認証付きアクチュエータ

使用上の特殊条件
各ユニットの詳細につきましては、アク﻿
チュエータ銘板をご参照下さい。

危険場所認証付きのアクチュエータは、ウ
インドウへの衝撃のリスクが低い場所に
取り付けて下さい。

本アクチュエータの外面には、保護塗装な
ど、非金属部があります。そのため、非導
電面に静電気が蓄積される恐れがありま
すので、外部条件(高圧蒸気など)に左右
される恐れのある場所には、本機器を設
置しないで下さい。また、お掃除の際は、
必ず湿った布を使用し、それ以外は使用し
ないで下さい。

本機器には、A4-80ボルトを使用していま
す。交換の際は、A4-80ボルト以外、取り付
けないで下さい。

外側カバーのボルトは、必ず、21Nm(15.5 
lbf.ft)まで締め付けて下さい。

本機器の接合面については、特殊な点検
器具を使用しての確認が必要であり、修理
を行うこともできません。適切な認証付き
のねじ込みアダプタ、ケーブルグランド、電
線管が締まっており、完全防水の状態であ
ることを確認して下さい。使用しないケー
ブル引込口については、スチールまたは真
鍮製のねじ込みプラグで密封して下さい。
危険場所では、ケーブル引込口には、適切
な認証付きのねじ込み式ブランキングプラ
グを取り付けて下さい(このとき、ケーブル
引込口とプラグとの間に変換アダプタを挟
まないで下さい）。

カナダ・米国の場合：非危険場所・危険
場所を問わず、認証取得済みのアクチュ﻿
エータには、CSA C22.2 No 21またはANSI/
UL 817に準拠した主電源ケーブルが必要
です。

SIの配線は、周囲温度70℃の場合、81℃に
達することがあります。 

3.	 保管

アクチュエータを直ぐに取り付けることが
できない場合は、引き込んだケーブルの接
続の準備が整うまで、湿気のない、換気の
良い場所に保管して下さい。直射日光に長
時間晒さないで下さい。

アクチュエータを取り付けなければなら﻿
ないが、配線することができない場合は、
ケーブル引込口の輸送プラグ(プラスチッ
ク製)を金属プラグに交換することを推奨
致します。

端子カバー及び表示部カバーを除き、SIア
クチュエータの試運転調整時に電気部カ
バーを取り外す必要はありません。

タンクに適切なオイルを充填し、内部が腐
食しないように保護して下さい。

機器を定期的に目視で点検し、腐食しそう
な箇所がないか確認した上で、適宜、修理
を行って下さい。. 

ロトルクは、カバー取り外し後に現場で発
生した劣化につきましては、責任を負いか
ねます。

ロトルクアクチュエータは、工場出荷前﻿
に十分な試験を行っていますので、正し﻿
く試運転調整・取り付け・密封を行ってい
れば、故障することなく、長期使用が可能
です。

データラベル記載の、通常の動作温﻿
度範囲を超える場所には保管しないで下
さい。
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4.	 アクチュエータの取り付け

4.1	 吊り上げ

 注：アクチュエータの重量については、
セクション11「重量及びオイル量」をご参
照下さい。
バルブにアクチュエータを取り付けると、
上部が重くなり、不安定になる恐れがあり
ますので、アクチュエータを取り付ける前
に、バルブが固定されていることを確認し
て下さい。
吊り上げ装置を使用してアクチュエータ
を吊り上げなければならない場合は、図
4.1.1及び図4.1.2のように、認証付きスリン
グを取り付けて下さい。
常に、訓練や経験を積んだ担当者が安全
に吊り上がっていることを確認して下さい﻿
(特に、アクチュエータの取り付け時)。
 警告：SIアクチュエータは、必ず、図

4.1.1及び図4.1.2の指示通りに取り付けて
下さい。
 警告：バルブのシャフトが完全に噛み

合い、アクチュエータがバルブのフランジ
に固定されるまで、アクチュエータをしっ
かりと支えて下さい。
 警告：アクチュエータ付きバルブを吊り

上げる際は、アクチュエータ側ではなく、常
に、バルブのフランジを吊り上げるようにし
て下さい。
吊り上げる際は、各アセンブリを個別に評
価して下さい。

図4.1.1 SI3 GHの吊り上げ：アイボルトと油圧シリンダーのストップボルトの
カバーに、スリングを取り付けています。

図4.1.2. SI3 RHの吊り上げ：アイボルトと制御装置中央ハウジングにスリング
を取り付けています。
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4.2	 取り付け方向

SIアクチュエータは、様々な向きに取り付けることが可能です。取り付け可能な向きは、﻿
モータやオイルタンクの向きによって異なります。図4.2.1にあるように、モータより上にオ
イルタンクを取り付けることはできません。

オイルタンク

モータ

図4.2.1 縦向きに取り付ける場合、オイルタンクとモータをこのような向きに取り付けないで下さい。

4.3	 SIアクチュエータをバルブに取り付
ける

SIアクチュエータは、ISO5211の接合面に合
わせて、加工されています。アクチュエータ
のベース及び取り付けの詳細につきまして
は、セクション4.5及び4.6をご覧下さい。

アクチュエータを直接バルブに取り付ける
ことができない場合は、別途、ブラケット
とカップリングが必要となります。

アクチュエータを取り付ける前に、バルブ
がフェイル位置、若しくは動作停止位置に
あることを確認し、駆動軸の向きが正しい
ことを確認しながら、バルブにカップリン
グを取り付けて下さい。

駆動軸が適切な位置にあることを確認し
ながら、アクチュエータをバルブに下ろし
て下さい。

固定ボルトを取り付けますが、締め付ける
前に、アクチュエータとバルブの位置がズ
レていないことを確認して下さい。

アクチュエータ - バルブ間のボルトは、材
料仕様ISO Class 8.8、降伏強度628N/m㎡
に準拠していなければなりません。

4.4	 ストップボルトの調整

SIアクチュエータの機械的リミットは、油圧
シリンダー及びスプリング収納部終端のス
トップボルトを回して、調節することがで
きます。

フェイルクローズアクチュエータの場合、油
圧シリンダーのストップボルトで閉側リミッ
トを、スプリング収納部のストップボルトで
開側リミットを調整します。フェイルオープ
ンアクチュエータの場合は、その逆、即ち、
油圧シリンダーのストップボルトで開側リ﻿
ミットを、スプリング収納部のストップボル
トで閉側リミットを調整します。

SIアクチュエータは、開・閉両方向に±5°
回転させることができますので、全体の回
転角度は最大100°です。
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調整手順：油圧シリンダー
• �ストップボルトのカバーを外して、ストッ
プナットを緩めて下さい。
• �アクチュエータを少しだけ開方向に動か
して、ストップボルトから圧力を抜いて下
さい。エンドプレートのねじは、スプリン
グの圧縮に使用すると、ねじの頭がつぶ
れる恐れがあります。
• �アクチュエータの回転角度を下げる場合
はストップボルトを時計方向に、上げる
場合は反時計方向に回して下さい。
• �目的の角度に調整したら、シーリングワ
ッシャーがシャフトの真ん中にあること、
及びフランジのくぼみ(加工部)にはまっ
ていることを確認した上で、ストップナッ
トを締めて下さい。
• �シーリングワッシャーがシャフトの真ん中
にあること、及びストップボルトカバーの
くぼみ(加工部)にはまっていることを確
認した上で、ストップボルトのカバーを再
度取り付けて下さい。

ストップボ
ルトカバー

シーリング
ワッシャー

ストップナット

シーリングワッシャー

ストップボルト

アクチュエータ油圧シリンダー

調整手順：スプリング収納部
• �スプリングのストップキャップを取り外し
て下さい。
• �ストップボルトを、回転角度を下げる場
合は時計方向へ、上げる場合は反時計方﻿
向へ回し、調整して下さい。
• �目的の回転角度に調整したら、スプリン
グのストップキャップを再度取り付けて下
さい。

ストップボルト

スプリングス
トップキャップ

アクチュエー
タのスプリン
グ収納部

4.5	 RHアクチュエータ

RHアクチュエータの取り付け・保守に関
する詳細は、資料PUB019-018(RH 取り付
け・保守取扱説明書：www.rotork.comよ
り入手可能)をご参照下さい。

4.6	 GHアクチュエータ

GHアクチュエータの取り付け・保守に関
する詳細は、資料PUB011-007(GH 取り付
け・保守取扱説明書：www.rotork.comよ
り入手可能)をご参照下さい。

4.7	 リニア式アクチュエータ

リニア式アクチュエータの取り付け・保守
に関しては、資料PUB020-015（取り付け・
保守取扱説明書<LP/SとSIとを組み合わせ
て使用する場合>)をご参照下さい。なお、
この資料はwww.rotork.comより、入手す
ることが可能です。
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 警告：アクチュエータのカバーを取り
外す前に、必ず、全ての電源を遮断して下
さい。
電源の電圧が、アクチュエータ銘板記載
の電圧に対応していることを確認して下
さい。
アクチュエータの配線には、必ずスイッチ
または回路遮断器を取り付けて下さい。ス
イッチまたは回路遮断器は、IEC 60947-1及
びIEC 60947-3の関連する要求事項を満た
すもの、且つ用途に適したものを使用して
下さい。スイッチや回路遮断器によって、﻿
アース線が断線することのないようにして
下さい。スイッチや回路遮断器はなるべく
アクチュエータの近くに取り付け、そのアク
チュエータの遮断装置であることが分かる
ように印を付けて下さい。アクチュエータ
は、電気的データ(アクチュエータに付属)
定格を満たす過電流保護装置で保護して
下さい。

取り付け要件を満たすため、電源ケーブル
は十分な機器保護性能を備えたもの、且
つ、アクチュエータのEMC要件に従って、
シールド付きのものを使用して下さい。﻿
アーマードケーブルやシールド付きケーブ
ルを使用するか、若しくはケーブルを電線
管に入れて保護して下さい。

5.2	 アース/接地の接続

電線管引込口の隣には、直径6mmの穴
が空いたつまみ(鋳造)があり、アース線を
外付けして、ナットとボルトで固定するこ
とができます。本体内部にもアース接続口
が用意されていますが、アース接続口とし
て、単独で使用しないで下さい。

終端に使用する場合は、適宜、CAN/CSA 
C22.2 No.0.4に従い、接地及び等電位ボン
ディングを検討して下さい。

 注：サービスまたは保守後は、アース
及び保護ボンディング導体が回路図通り
に接続されていることを確認して下さい。
アースを接続しないと、感電の恐れがあり
ます。

5.	 ケーブル接続

5.1	 端子台のレイアウト

図 5.1.1	 端子番号は、アクチュエータ回路図上の端子番号に対応しています。
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5.3	 端子カバーの取り外し

6mmの六角レンチを使用して、4本の止
めねじを均等に緩めて下さい。ドライバー
で、カバーをこじ開けようとしないで下さ
い。Oリングシールを傷付けたり、防爆認
証付きユニットの接合面を傷つける恐れが
あります。

図 5.3.1	

端子カバー内のビニール袋には、以下の部
品・資料が入っています。

• 端子ねじ及びワッシャー

• 予備のOリングシール(カバー用)

• 回路図

• 取扱説明書

5.4	 ケーブルの引き込み

危険場所では、適切な防爆認証付きの﻿
ケーブルグランド若しくは電線管以外は使
用しないで下さい。

アクチュエータの端子カバーにはケーブ
ル引き込み口が5か所あり、接続径は
M25×1.5Pです。

危険場所では、適切な防爆認証付きのね
じ込みアダプタまたはプラグ以外は使用し
ないで下さい。なお、アダプタやプラグは、
ケーブル引込口1口につき、1個使用して下
さい。

図 5.4.1	

プラスチック製の輸送プラグを取り外して
下さい。ケーブルの種類及びサイズに適し
た引込口からケーブルを引き込んで下さ
い。

 警告：ねじ込みアダプタ、ケーブルグラ
ンドまたは電線管が締まっており、完全防
水の状態であることを確認して下さい。使
用しないケーブル引込口はスチール製また
は真鍮製のねじ込みプラグで密封して下
さい。危険場所の場合は、ケーブル引込口
には、必ず、適切な認証付きのねじ込み式
ブランキングプラグを取り付け、引き込み
口とプラグの間に変換アダプタを挟まない
で下さい。
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5.5	 端子への接続

現場配線の際は、ケーブルの終端にR形圧
着端子を取り付けて下さい。必要に応じ
て、金属製の裸R形圧着端子を適切に絶縁
し、危険な通電回路と危険性の低い通電
回路を区別して下さい。また、配線時は、
国家規則及び法律規定に従って下さい。

電源の電圧がアクチュエータ銘板上の電
圧値と一致していることを確認して下さ
い。電源電圧の定格については、セクショ
ン15をご参照下さい。

 警告：電気配線を確実に固定するた
め、図5.5.1のように、必ず、ワッシャーを使
用して下さい。これを怠ると、接続部が緩
んだり、ねじ - R形圧着端子間の締まりが
不十分になる恐れがあります。スプリング
ワッシャーは、必ず、圧迫して下さい。ねじ
締めトルクは、絶対に1.5Nm(1.1 lbf.ft)を超
えないようにして下さい。

 警告：カナダ及び米国で使用する場
合：筐体から50mm以内の位置に電線管
用シールを取り付けて下さい。

4または5mm
鍋ねじ

スプリング
ワッシャー

平ワッ
シャー

R形圧着端子

図 5.5.1	 	

	
 警告：【カナダ・米国で使用する場合】

危険場所・非危険場所を問わず、認証付き
アクチュエータの場合は、必ずCSA C22.2 
No 21またはANSI/UL 817に準拠した主電
源ケーブルを使用して下さい。

 警告：SIの配線温度は、周囲温度が
70℃の場合、81℃まで達する恐れがあり
ます。

 警告：端子の配置(番号)に関しては、図
5.1.1をご参照下さい。Ex"e"認証付き端子
カバーの場合は、AMPタイプのR形圧着端
子を取り付けたケーブル使用して、配線し
て下さい。
アース及び電源用端子（1、2、3)への配線
には、AMPタイプ1602921のR形圧着端子﻿
(サイズ：M5)を使用して下さい。
制御・表示機器用端子(4～47)への配線に
は、AMPタイプ34148のR形圧着端子(サイ
ズ：M4)を使用して下さい。

回路図をご参照の上、端子の機能を確認
して下さい。電源電圧が、アクチュエータ
銘板記載の電圧と同じであることを確認
して下さい。

電源端子のガード(赤色)を取り外して下﻿
さい。

最初に、電源ケーブルを接続し、ガードを
再度取り付けて下さい。

 警告：安全上の理由から、接続を共有
するアクチュエータ端子には同じ電圧を接
続して下さい。

国内規則や法律規定を考慮し、全ての外
部回路に、定格電圧に適した絶縁を施し
て下さい。

 警告：ESD信号の喪失時のみにフェイ
ルセーフ動作を実行するようなアクチュエ
ータの場合、24VDC(-15%または+20%)以
外のESD回路を接続すると、機器が損傷し
たり、火災や、表面温度が高温になる恐れ
があります。ESDの構成に関してご不明点
があれば、ラベルや回路図をご確認頂く
か、メーカーまでご連絡下さい。

5.6	 端子カバーを再度取り付ける

Oリングシールと嵌めあい部が良好な状
態であり、薄くグリースが塗られているこ
とを確認してからカバーを取り付けて下
さい。
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6.	 SIアクチュエータの操作

6.1	 手動操作(オプション)

手動ハンドルは、SIアクチュエータには標
準搭載されていません。以下のセクション
では、手動操作オプション付きのアクチュ
エータを対象に、ご案内しております。

 警告：手動操作は、必ず、アクチュエー
タの電源が遮断されている状態で行って
下さい。

図 6.1.1	 手動ハンドル

 警告：手動操作モードでは、アクチュ﻿
エータの電動操作を行うことはできませ
ん。また、アクチュエータは、電動操作モー
ドに切り替えるまで、緊急遮断(ESD)信号
には応答しません。

SIアクチュエータの手動ハンドルの機能
は、アキュムレータの有無により異なりま
す。アキュムレータなしのSIの場合、手動
ハンドルは2位置式であり、回転角度は
90°です。アキュムレータ付きのSIの場合、
手動ハンドルは3位置式であり、回転角度
は180°です。手動ハンドルのピン(スチー
ル製)は現在選択中の動作モードを表して
います。図6.1.1では、電動操作モードが選
択されています。

動作モードは、以下のマークで表示してお
ります。

電動操作：	

手動操作
ポンプ「開」： 	

手動操作
ポンプ「閉」：	

停止：	

初期位置(ノーマルクローズまたはノーマ
ルオープン)は、アクチュエータの構成に﻿
よって異なります。

フェイルセーフ(アキュムレータなし)
•	 手動ハンドルを外側に引っ張り、回転﻿
させて、手動操作モードに切り替えて下
さい。

•	 ハンドポンプのハンドルの固定を解き、
操作可能な状態にして下さい。

•	 ハンドポンプのハンドルを(ハンドポン
プの)レバーの位置まで動かし、リテー﻿
ナーピンを取り付け、1まとめにして固定
して下さい。

•	 ハンドポンプのハンドルをスムーズに上
下させ、ポンプの作動油を油圧シリン﻿
ダーに流し込んで下さい。

•	 アクチュエータをフェイルセーフ位置に
戻す場合は、手動ハンドルを外側に引っ
張り、電動操作モードの位置まで回して
下さい。シリンダーから圧力が抜けて、
アクチュエータが作動します。

現状開度保持(アキュムレータなし)
•	 手動ハンドルは、電動動作モードのまま
にして下さい。

•	 ハンドポンプのハンドルの固定を解き、
操作可能な状態にして下さい。

•	 ハンドルをハンドポンプのレバーの位
置まで動かし、リテーナーピンを取り付
け、1まとめにして固定して下さい。

•	 ハンドポンプのハンドルをスムーズに上
下させ、ポンプの作動油を油圧シリン﻿
ダーに流し込んで下さい

•	 アクチュエータを初期位置に戻す場合
は、手動ハンドルを外側に引っ張り、回
して、電動操作モードに切り替えて下さ
い。
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フェイルセーフ(アキュムレータ付き)
アキュムレータに蓄えられた動力により、
アクチュエータの手動操作を行います。

•	 手動ハンドルを外側に引っ張り、手動操
作モードの位置まで回して下さい。

•	 アクチュエータを停止させる場合は、手
動ハンドルを外側に引っ張り、停止モー
ドの位置まで回して下さい。

•	 アクチュエータをフェイルセーフ位置に
戻す場合は、手動ハンドルを外側に引っ
張り、電動操作モードの位置まで回して
下さい。シリンダーから圧力が抜けて、
アクチュエータが作動します。

アキュムレータの圧力がなくなった場合
は、ハンドポンプを用いて、アクチュエータ
を手動操作することができます。アキュム
レータの圧力は、電源がないと補充され
ません。ハンドポンプの操作前に、必ず、
アキュムレータを絶縁して下さい(油圧回
路図参照)。

現状開度保持(アキュムレータ付き)
アキュムレータに蓄えられた動力により、
アクチュエータの手動操作を行います。

•	 手動ハンドルを外側に引っ張り、手動操
作モードの位置まで回して下さい。

•	 アクチュエータを停止させる場合は、手
動ハンドルを外側に引っ張り、電動操作
モードの位置まで回して下さい。

アキュムレータの圧力がなくなった場合
は、ハンドポンプを用いて、アクチュエータ
を手動操作することができます。アキュム
レータの圧力は、電源がないと補充され
ません。

不正使用防止
南京錠のU字形掛け金(5mm)を手動ハン
ドルの穴に通してロックすると、不正使用
を防止することが可能です。なお、この作
業により、動作モードが固定されます。

図 6.1.2	 南京錠で施錠したハンドル

 注：安全計装システム(SIS)で手動モー
ドを利用する場合は、SI安全マニュアル
をご参照下さい。なお、このマニュアル
は、ご要望により、ロトルクから提供致し
ます。
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6.2	 電動操作

電源の電圧が、アクチュエータ銘板上の電
圧と同じであることを確認の上、アクチュ
エータの電源を入れて下さい。
 警告：まず最初に、最低限の初期設定

(設定器を使用します)が完了しているこ
とを確認してから(セクション7参照)、アク﻿
チュエータの電動操作を行って下さい。

動作モード(現場/停止/遠隔)の選択
赤いノブで動作モード(現場/遠隔)を選
択することができます。なお、このノブは
6.5mmの掛け金付き南京錠を取り付け
て、いずれかの動作モードでロックするこ
とができます。
ノブを「現場」または「遠隔」モードで﻿
ロックしても、「停止」機能は、引き続き利
用することができます。また、このノブを
停止モードでロックし、現場や遠隔からの
電動操作を防止することができます。

図 6.2.1	 SIの現場操作用ノブ

現場操作 

図6.2.1のように、赤いノブを現場モードの
位置まで回して下さい。隣の黒いノブを
回して、「開」または「閉」を選択して下さ
い。赤いノブを時計方向に90°回すと、「
停止」モードを選択することができます。

遠隔操作 

赤いノブを遠隔モードの位置まで回して
下さい。この操作を行うことで、遠隔制御
信号により、アクチュエータを操作するこ
とが可能となります。赤いノブを反時計方
向に90°回すと、「停止」モードを選択す
ることができます。

6.3	 アキュムレータ(オプション)

スプリングリターンアクチュエータの場合、
アキュムレータを用いて、スプリング(ばね)
方向への動作速度を加速することができ
ます。アキュムレータとは、加圧した作動
油を利用してエネルギーを蓄えるものであ
り、作動油の加圧には高圧不活性ガス(通
常は窒素)を使用します。SIアクチュエータ
の場合、通常作動中は、アキュムレータ内
の作動油の圧力を自動的に維持します。
アキュムレータへのガスの封入及びその
装置の使用については、アキュムレータメ
ーカーの指示に従って実施して下さい。
また、SIアクチュエータは、アキュムレータ
内に十分なエネルギーが蓄えられていれ
ば、電源オフの状態でも、油圧及びスプリ
ングの方向に作動させることができます。

 警告：アキュムレータ内に蓄えられた
エネルギーにより、怪我をする恐れがあ
ります。アキュムレータの圧力が低いこと
が確認できるまでは、常に、アキュムレー
タに圧力がかかっているものとお考え下﻿
さい。

 警告：機器の電源を切っていても、突
然作動することがあります。

 警告：油圧アキュムレータは圧力容器
です。そのため、専門的な訓練を受け、資
格をもった担当者以外は、アキュムレータ
の取り付け、試運転調整、取り外し、保守
を行わないで下さい。

 警告：アキュムレータのガス封入に使
用される窒素は、酸素濃度の低い気体で
す。アキュムレータのガス抜きは、必ず、換
気の良い場所で行って下さい。
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6.4	 表示：現場表示

1

2

3

44

5

6
7

8

9

図 6.4.1	 セグメントディスプレイ

1.	 開度表示
セグメント表示のメインディスプレイであ
り、開度(小数第一位まで)と圧力が表示さ
れます。

2.	 アナログ表示部(目盛表示)
ホーム画面を、「圧力の目盛表示(定格
の_%)」または「ポジショナ(開度_%/要求
開度)」のいずれかに設定した場合に表示
されます。セクション6.4をご参照下さい。

3.	 赤外線LED
旧型設定器を使用したり、Bluetooth設定
器でBluetooth無線通信を確立する際に
使用します。

4.	 開度表示LED(左右に2か所)
黄色のLEDは中間位置を、バイカラー﻿
(赤/緑)のLEDはストローク終端であること
を意味しています。

5.	 Bluetooth表示LED
Bluetooth通信(無線)中であることを表し
ています。

6.	 アラームアイコン
バルブ、制御及びアクチュエータに関する
アラームです。アラームの詳細は、メインデ
ィスプレイ上の文字表示部に、文字で表示
されます。

7.	 赤外線アイコン
このアイコンは、設定器の通信中に点滅し
ます。また、LEDは、設定器のキーを押した
ときにも点滅します。

8.	 開度アイコン(%)
バルブの開度が数値で表示された場合﻿
(例：57、3)に、このアイコンが表示され
ます。

9.	 ディスプレイ
高解像度168×132ピクセルのディスプレイ
であり、ここには設定メニューやデータロ
グのグラフが表示されます。
開度表示が有効になっていれば、状態及
び作動中のアラームが表示されます。
LCD画面は、メインのセグメントディスプ
レイとドットマトリックスディスプレイの2
層構造です。これらのディスプレイはデュ
アルスタック式であるため、画面には、そ
れぞれ異なる情報を表示することができ
ます。また、これらのディスプレイを柔軟に
組み合わせて、様々な情報を表示すること
ができます。
このLCDはバックライト(白光)であり、光
の照射具合に関係なく、抜群のコントラス
トを実現しています。LCD画面両サイドの
LEDは、全閉(赤)、中間位置(黄)、全開(緑)
を表示するものであり、()内は標準仕様の
場合の表示色です。LED表示色は設定メ﻿
ニュー内で変更するか、若しくはご注文時
に変更することもできます。

LED表示：R=赤、G=緑、Y=黄、B=青
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6.5	 ディスプレイ：ホーム画面の設定

アクチュエータのホーム画面は、以下から
選択することができます。
•	 開度表示(数値)

•	� 圧力(数値)+開度(数値)表示

•	 開度+要求開度表示

初期状態では、ホーム画面は「開度(数値)
表示」に設定されています。ホーム画面に
は、アクチュエータが測定したリアルタイ
ムの状態が表示されます。

ホーム画面は、ユーザーが設定を変更する
ことにより、常時表示させることも、バル
ブやアクチュエータの動作解析などの時に
一時的に表示させることもできます。

ホーム画面(一時的に表示する場合)
設定器(セクション7.1参照)の キー﻿
を押して選択肢をスクロールし、ご希望の
ホーム画面を表示して下さい。選択した画
面は、設定器を最後に操作してから約5分
間、若しくはアクチュエータの電源を入れ
直すまで表示されます。

ホーム画面(常時表示する場合)
設定器(セクション7.1参照)を使用して、ア
クチュエータに接続して下さい。
Settings(設定)メニューから、Indication	
(表示)、Local Display(現場表示)の順に
選択して下さい。選択肢が表示された
ら、Home Screen(ホーム画面)を選択して
下さい。パスワードを要求された場合は、
パスワードを入力(セクション7.2参照)して
から、Home Screen(ホーム画面)を選択し
て下さい。ドロップダウンリストから、常時
表示するホーム画面を選択して下さい。

R

B

R

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

R/G R/G

Stopped

LCD

Home Screen    Position

Power Save    Pressure + Pos

Contrast      Positioner

          LED 

Close LED       Green   Red

Mid Travel LED   On

Alarm LED      Disabled

1/8

Y

B

Y

図 6.5.1	 ホーム画面の選択

Position：開度の数値表示(初期設定)
Pressure+Pos：圧力の数値表示+開度の
数値表示
Positioner：開度+要求開度表示

一度選択すると、その画面が常時表示され
るようになります。図6.5.2～6.5.5をご参照
下さい。

R

B

R

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

R/G R/G

Stopped

Y

B

Y

図 6.5.2	 Position

R

B

R

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

R/G R/G

Pressure

Position

Stopped

Y

B

Y

図 6.5.3	 Pressure+Pos

Position
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Pressure Acc

Moving Open

Low Pressure

Y

B

Y

図 6.5.4	 Pressure+Pos (SI4の場合)
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図 6.5.5	 Positioner
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6.6	 状態表示(ストローク)

SIの画面には、状態がリアルタイムで表示
されます。文字表示部の上段には、ストロ
ークの状態が表示されます。
図6.6.1は、Close Limit(閉側リミット)の表
示例です。

Y YR R

図 6.6.1	 	

6.7	 状態表示(制御)

文字表示部の下段には、制御モードを切り
替えてから、若しくは信号が与えられてか
ら約2秒間、制御の状態が表示されます。
図6.7.1は、Remote Control(遠隔制御)モー
ドの場合の表示例です。

Y YR R

図 6.7.1	 	

6.8	 アラーム表示

SIの画面には、アラームや故障の状態が、
文字とアイコンで表示されます。
アラームのアイコンは画面右側に表示され
ます。アラームの詳細は、文字表示部の下
段に表示されます。2つ以上のアラームが
発出された場合は、1つずつ順番に表示さ
れます。
図6.8.1は、ESD Active(ESD作動中)の場合
の表示例です。

ESD Active

Y YR R

図 6.8.1	 	
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7.	 試運転調整の基本設定

付属のロトルクBluetooth設定器Pro(BTST 
v1.1)を操作して、アクチュエータの設定全
般、データロガー及び資産管理データにア
クセスすることができます。ホーム画面に
表示されているデータはもちろん、これ以
外の状態及びアラームのデータにもアクセ
スすることができます。

 警告：電気部にはユーザー側で構成可
能な設定はないため、絶対に電気部のカ
バーを取り外さないで下さい。電気部カバ
ーは、品質ラベルで密封されており、この
ラベルを剥がすと保証が無効になる可能
性があります。

ここでは、アクチュエータの使用開始前に
完了しておかなければならない基本設定
について、詳しくご説明致します。

 警告：基本設定及びその確認が完了
するまで、電動操作を行わないで下さい。

基本設定は、アクチュエータからバルブを
操作する場合の精度に影響を与えるもの
です。バルブがアクチュエータ付きで納品
された場合、バルブメーカーまたはサプラ
イヤーが既に基本設定を完了している場
合もあります。

 警告：バルブを駆動させて、電動操作
及び機能試験を行い、設定・動作確認を
行って下さい。

本取扱説明書では、基本設定の方法のみ
をご案内しています。

制御・表示の設定方法、及び診断につ﻿
きましては、資料PUB021-069をご参照下
さい。

7.1	 アクチュエータへの接続

ロトルク設定器はBluetooth無線通信機
能を内蔵しています(下の写真はロトルク
Bluetooth設定器Pro V1.1(BTST)のもので
す)。BTSTの場合は、キーのマークが透明で
あり、上下ケース間のシールも透明です。
赤外線機能のみの旧型設定器の場合は、
キー及び上下ケース間のシールが原色の黄
色です。

SIアクチュエータの試運転調整時には、以
下のキーを使用します。

上へ

下へ
戻る 次に進む

選択/保存
右へ/数値を上

げる
左へ/数値を下

げる
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アクチュエータに接続する(Bluetooth無
線通信を利用)
初期設定では、赤外線通信により
Bluetooth通信を確立するようになってい
ます。即ち、至近距離且つ真正面から、設
定器をアクチュエータに向ける必要があり
ます。
0.25m以内の距離から、設定器をアクチュ
エータの画面に向けて、 キーを押して
下さい。
画面はメインメニューの画面に切り替わり
ます(図7.1.1参照)。

Y YR R

図 7.1.1	

BTSTは、自動的にBluetooth通信に切り替
わりますが、これには最大で5秒ほどかか
ります。Bluetooth通信に切り替わると、
設定器及びアクチュエータ表示窓のライト
が青く点灯します。一旦、Bluetooth通信
が確立されると、設定器は、アクチュエー
タの表示窓に向けなくても使用することが
できます。

設定器のキー操作が行われている間、 
Bluetooth通信は維持されます。6分間キ
ー操作がないと、Bluetooth通信は切断さ
れ、BTST及び画面のライト(青色)は消灯し
ます。設定器の と キーを同時に押す
と、いつでもBluetooth通信を手動で切断
することができます。

7.2	 セキュリティ(パスワード)

初期状態では、アクチュエータへの接続時
のセキュリティレベルは「赤外線通信によ
り、Bluetooth通信を確立」に設定されて
います。そのため、0.25m以内の至近距離
且つ真正面から、設定器をアクチュエータ
に向ける必要があります。アクチュエータ
への接続方法詳細につきましては、セク﻿
ション7.1をご参照下さい。

アクチュエータの動作モード(現場、停止、
遠隔)を問わず、アクチュエータの全設定を
確認することができます。

アクチュエータの設定を変更する場合は、
アクチュエータの動作モードを「現場」ま
たは「停止」に切り替えて、パスワードを
正しく入力して下さい。 

アクチュエータが遠隔モードの時に「設
定」を選択すると、以下のような警告が表
示されます。

Y YR R

図 7.2.1	

「OK」を選択の上、 キーを押して、設
定画面に戻って下さい。

アクチュエータが「現場」または「停止」﻿
モードの時にいずれかの機能を選択する
と、パスワード入力画面が表示されます。

Y YR R

図 7.2.2	 	
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パスワード(ROTORK)が表示され、OKボタ
ンがハイライトされています。ROTORKと
は、設定を確認するためだけのパスワード
であり、このパスワードを入力しても、設
定を変更することはできません。

以下の指示をご参照の上、初期ユー	
ザーパスワード(ROTACT)を入力して下さ
い。このパスワードを入力することで、設
定の確認及び変更が可能です。

キーを押してパスワード入力枠をハイラ
イトさせ、 を押して下さい。 

  キーで文字・数字列をスクロール
し、入力したい文字または数字を表示して
下さい。

を押すと、右隣の文字に移動することが
できます。

キーを押すと、ハイライトした文字を削
除することができます。

パスワードの入力が完了したら、 を押し
て下さい。

  キーでOKボタンに移動し、 を押
して下さい。 

再び、Settings(設定)画面が表示されま
す。以下の例では、Set t ings (設定)、 
Limits(リミット)、Close Setting(閉側設
定)の順に選択し、Action(シート方式)がハ
イライトされています。

R

B

R

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

Y YR/G R/G

Close Limit

Close Settings

Action         Limit    Pressure

Pressure Limit           90%

Pressure Mid            0%

Semi Auto Setup   On     Off

Set Limit

Sensor Position          15%

       Open Settings

1/12

Y

B

Y

R R

図 7.2.3	 	

キーを押して、選択して下さい。

そうすると、その機能及び選択肢(または
数値バー)がハイライトされます。

R

B

R

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

Y YR/G R/G

Close Limit

Close Settings

Action         Limit    Pressure

Pressure Limit           90%

Pressure Mid            0%

Semi Auto Setup   On     Off

Set Limit

Sensor Position          15%

       Open Settings

1/12

Y

B

Y

R R

図 7.2.4	 	

設定を変更しない場合は、 キーを押す
と、設定を変更せずに、終了することがで
きます。

または キーで、設定値を変更する﻿
ことができます。以下の例では、閉側シー
ト方式をLimit(リミット位置)に設定してい
ます。

R

B

R

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

Y YR/G R/G

Close Limit

Close Settings

Action         Limit    Pressure

Pressure Limit           90%

Pressure Mid            0%

Semi Auto Setup   On     Off

Set Limit

Sensor Position          15%

       Open Settings

1/12

Y

B

Y

R R

図 7.2.5	 	

キーを押して、設定を保存して下さい。

再び、機能名だけがハイライトされるよ
うになり、保存した設定が表示されてい﻿
ます。

R

B

R

LED INDICATION: R = RED, G = GREEN, Y = YELLOW, B =  BLUE

Y YR/G R/G

Close Limit

Close Settings

Action         Limit    Pressure

Pressure Limit           90%

Pressure Mid            0%

Semi Auto Setup   On     Off

Set Limit

Sensor Position          15%

       Open Settings

1/12

Y

B

Y

R R

図 7.2.6	 	

最初に機能を選択した時に、パスワード
の入力が要求されます。一旦、パスワー	
ドを正しく入力すると、設定器とアクチュ
エータとの通信が行われている間は、再
度入力する必要はありません。この間に、
適宜、その他の機能を続けて設定するこ
とも可能です。
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7.3	 基本設定メニュー

Limits(リミット)

Stroke Tests(ストロークテスト)

Indication(表示)

Control(制御)

Security(セキュリティ)

Defaults(初期設定)

セクション7.4参照

セクション7.9参照

セクション7.10参照

セクション7.11参照

Full Stroke Test(フルストロークテスト)

Partial Stroke Test(部分ストロークテスト)

Accumulator Charge(アキュムレータのガス封入)

(設定)

(状態)

(データログ)

(資産)
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7.4	 リミット

 必ず、バルブを駆動させて電動操作
及び機能試験を行い、設定・動作確認を	
行って下さい。

セクション7.1の指示に従い、アクチュエー
タに接続して下さい。ホーム画面(開度表
示画面)で、 キーを押すと、メインメニュ
ーが表示されます。

   キーを押してSettings(設定)ま
で移動し、 を押して選択して下さい。

Y YR R

図 7.4.1	 	

設定メニューが表示されます。

Settings (設定)
Limits (リミット)
Stroke Tests (ストロークテスト)
Indication (表示)
Control (制御)
Security (セキュリティ)
Defaults (初期設定)

キーでLimits(リミット)を選択し、
キーで決定して下さい。

初回の設定変更時には、パスワードの入
力が必要です(セクション7.2参照)。

工場でのリミット設定(初期設定)は以下のとおりです。

Stopped

Close Settings

1 / 12 Action Limit Pressure

2 / 12 Pressure Limit 90%

3 / 12 Pressure Mid 0%

4 / 12 Semi Auto Setup On Off

5 / 12 Set Limit

6 / 12 Sensor Position 49%

Open Settings

7 / 12 Action Limit Pressure

8 / 12 Pressure Limit 90%

9 / 12 Pressure Mid 0%

10 / 12 Semi Auto Setup On Off

11 / 12 Set Limit

12 / 12 Sensor Position 49%

                                                                  1 / 12

Action(1/12)がハイライトされています。   キーで機能間を移動することができ、機能
が順番にハイライトされます。
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各アクチュエータは、ご注文に応じて、「ノ
ーマルクローズ」「ノーマルオープン」「現
在開度保持」のいずれかに構成されてい
ます。
この構成の変更はソフト側のみでは不可
能なため、変更の必要がある場合は、工
場までご相談下さい。

7.5	 閉側設定

1/12～6/12が閉動作に関する設定項目﻿
です。

1/12 シート方式
シーティングバルブの場合は圧力(油圧ま
たはスプリング)により閉止、ノンシーティ
ングバルブの場合はリミット位置で閉止す
るように、アクチュエータを設定すること
ができます。

アクチュエータは機械的エンドストップ(「
圧力」に設定している場合)または電気的
リミット(「リミット」に設定している場合)
で停止します。

を押してClose Action(閉側シート方式)
を選択して下さい。 または キーを押
して、機能の設定を確認し、 キーで決
定して下さい。

2/12 圧力リミット
ここでは、ノーマルオープンアクチュエー
タが閉側の電気的リミットから閉側の機械
的エンドストップまで移動するときの最大
遮断圧力を設定します。この圧力は、シス
テムの最大圧力の＿%という形式で設定
されますが、圧力逃し弁による制限を受
けます。

を押して、Pressure Limit(圧力リミット)
機能を選択して下さい。 キーを押すと
数値を下げ、 キーを押すと数値を上げ
ることができます。

キーを押して設定して下さい。

3/12 中間位置での圧力
ここでは、ノーマルオープンアクチュエー
タが閉動作時に、開側の電気的リミットか
ら閉側の電気的リミットまでの区間の中間
位置を移動するときの最大遮断圧力を設
定します。この圧力の設定可能範囲は0%
～100%です。0%に設定するとPressure Mid 
(中間位置での圧力)は、Pressure Limit(圧
力リミット)と同じ値に設定されます。1%
～100%に設定すると、この数値が、システ
ムの最大圧力に対するパーセンテージと
なります。

 警告：設定圧力に達したことにより、ア
クチュエータが開・閉動作を完了すること
ができない場合は、バルブやプロセスに
問題が生じたか、変更された恐れがあり
ます。ユーザーが責任を持って、バルブや
プロセスの条件が指定した動作リミットか
ら逸脱していないことを確認して下さい。

4/12 セミオート設定
セミオート設定がオンの場合、アクチュエ
ータが閉側機械的エンドストップを表示
するまで作動させて、その位置を保存する
と、閉側電気的リミットを設定することが
できます。閉側電気的リミットを設定する
と、閉側エンドストップから開側エンドス
トップまでの区間において、1%単位で電
気的リミットを調整することができます。

セミオート設定がオフの場合は、アクチュ
エータが目的の開度を表示するまで作動
させて、その位置を保存すると、閉側電気
的リミットを手動で設定することができま
す。電気的リミットは、機械的エンドストッ
プからの距離で設定して下さい(1%以上の
数値を設定して下さい)。

5/12 リミット設定
を押して、閉側リミットを設定して下﻿

さい。

セミオート設定をオンにしている場合、以
下のような指示が表示されます。

Move to closed limit.

現場操作ノブを回して、アクチュエータが
閉側の機械的エンドストップを表示するま
で作動させ、OKを選択して下さい。
セミオート設定をオフにしている場合は、
以下のような指示が表示されます。

Move to closed limit 

and allow for overrun.

現場操作用ノブを回して、アクチュエータ
が全閉表示になるまで作動させ、その開度
を電気的リミットに設定して下さい。

6/12 センサーの開度
位置センサーの開度をリアルタイムで読み
取ります。読み取った開度は、リミット設定
時に確認することが可能です。なお、この
設定は調整することはできません。
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7.6	 開側設定

7/12～12/12が開動作に関する設定項目で
す。開側設定は、閉側設定と全く同様の手
順で設定することが可能です。

7.7	 アクチュエータ動作速度の設定(オ
プション)

必ず、速度調整を行う前に、アクチュエー
タのリミットを設定して下さい。工場で事
前に速度の設定を行っていますが、現場に
設置すると、動作の状態によっては、速度
の調整が必要な場合もあります。

構成によっては、開・閉両方向の動作速度
を調整することが可能です(オプション)。
動作速度は秒で測定され、アクチュエータ
の動作開始から終了までにかかった時間
が動作速度となります。アクチュエータの
構成によっては、速度制御の適用方向(1方
向のみ、両方向)や適用の有無(速度制御
を行わないことも可能)を選択することが
できます。なお、速度制御を行わない場合
は、アクチュエータは可能な限り、高速で
作動します。

スプリング内に蓄えられた動力により作
動している場合、この作動時間がスプリン
グの速度となります。油圧ポンプまたはア
キュムレータからの動力により作動させ
るとき、その作動方向について、制御設定
を行うことが可能です(油圧速度)(オプシ
ョン)。

スプリング方向動作速度

SIアクチュエータの場合、スプリングの方
向に、速度制御システム(オプション)を内
蔵させることが可能です。流量固定バルブ
や流量可変バルブなど、ハードウェアの構
成を組み合わせて、速度を調整することが
できます。

•	 FC1：プラグ弁、流量調整弁、または圧
力補償弁。

	 流量調整弁：時計方向に調節すると減
速、反時計方向に調節すると増速する
ことができます。

	

	 圧力補償弁：反時計方向に調節すると
減速、時計方向に調節すると増速する
ことができます。

	

•	 FC3：固定オリフィスまたは流量固定型
圧力補償弁により、最低限の動作速度
を維持する。

油圧方向の動作速度

油圧方向の動作速度は、アクチュエータの
ステップ制御機能(設定メニューから設定
可能)を利用して、制御することができま
す。PUB021-069「SI全設定マニュアル」を
ご参照下さい。

アキュムレータ付きのSIアクチュエータの
場合は、ポートFC4に取り付けた標準流量
制御弁により、速度制御が可能です(オプ
ション)。なお、時計方向に調節すると減
速、反時計方向に調節すると増速すること
が可能です。
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7.8	 ストロークテスト

ここでは、ストロークテストのセットアップ
を実行するための、アクチュエータの基本
設定についてご案内致します。
セクション7.3をご覧の上、設定メニューに
移動して下さい。

Settings
Limits
Stroke Tests
Indication
Control
Security
Defaults

設定メニューに入ったら、   キーを押
して、Stroke Tests(ストロークテスト)まで
移動し、 を押して選択して下さい。

ストロークテストのメニューでは、3つの選
択肢が用意されています。

Stroke Tests

Full Stroke Tests

Partial Stroke Tests

Accumulator Charge

7.9	 フルストロークのセットアップ

フルストロークのセットアップは、アクチュエータの試運転調整時及び、試運転調整以降
にプロセスを変更した場合に行って下さい。セットアップ時に記録された動作時間は、以
降、全てのフルストロークテスト、部分ストロークテスト、及びアキュムレータのガス封入
テストの結果を判定するために活用されます。
フルストロークの設定は以下の通りです。なお、フルストローク時間は、例示値です。

Open Limit

Full Stroke

1 / 13 Setup

2 / 13 Test

3 / 13 Result (Last test) Pass

Full Stroke Times (Secs)

4 / 13 Open (Setup) 37.67

5 / 13 Open (Min) 30.13

6 / 13 Open (Max) 45.20

7 / 13 Open (Last Test) 37.60

8 / 13 ESD (Setup) 0.93

9 / 13 ESD (Min) 0.75

10 / 13 ESD (Max) 1.12

11 / 13 ESD (Last Test) 0.93

12 / 13 Close (Setup) 10.10

13 / 13 Close (Last Test) 10.08

                                                                  1 / 10

1/13 セットアップ
ここでは、初回の試運転調整時のフルスト
ロークについて、セットアップを行います。
この初回のフルストロークが、試運転調整
後に実行したフルストロークを評価する際
の基準となります。アクチュエータの設定
によっては、アクチュエータが様々な動作
速度で、何度もフルストロークを行うこと
があります。必ず、アクチュエータを閉側
または開側のリミットまで移動させ、動作﻿
モードを「現場」に切り替えて下さい。

を押して、Setup(セットアップ)機能を選
択して下さい。アクチュエータには、以下
のような指示が表示されます。

?
Full Stroke Setup

Will be Changed.

Ok to proceed.

2/13 テスト
この機能により、フルストロークテストを実
行します。アクチュエータには、リミット間
の移動にかかった時間が記録されます。

この機能を使用すると、アクチュエータに
は以下のような指示が表示されます。
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?
Full Stroke Test

Will Commence

Ok to proceed.

3/13. 結果(直近のテスト)
直近のテスト結果は、右列に表示されま
す。この結果は、セットアップ時の結果と比
較されます。フルストロークの所要時間が
事前に設定しておいた許容値(以下参照)を
超えている場合、テストは不合格となり、不
合格の理由も表示されます。

4/13～10/13 フルストロークの時間
ここには、フルストロークのセットアップ時
に記録されたストローク時間と、2回目以
降のテスト時に記録されたストローク時間
(秒)が表示されます。

4/13 開動作(セットアップ時)：フルストロ
ークのセットアップ中に、試験的に「開」コ
マンドを出したときに記録された実際の
時間を表しています。

5/13 開動作(最小値)：最小開動作時間は
調整したり、合否判定を行うために活用す
ることが可能です。初期状態では、この時
間は、開動作時間(セットアップ時)-10%に
設定されています。

6/13 開動作(最大値)：最大開動作時間は
調整したり、合否判定を行うために活用す

ることが可能です。初期状態では、この時
間は、開動作時間(セットアップ時)+10%に
設定されています。

7/13 開動作(直近のテスト)：フルストローク
テスト中に、試験的に「開」コマンドを出し
たときに記録された実際の時間を表してい
ます。

8/13 ESD(セットアップ時)：フルストローク
のセットアップ中に、試験的にESDコマン
ドを出したときに記録された実際の時間
を表しています。

9/13 ESD(最小値)：ESDの最小動作時間
は調整したり、合否判定を行うために活
用することが可能です。初期状態では、
この時間は、ESD動作時間(セットアップ
時)-10%に設定されています。

10/13 ESD(最大値)：ESDの最大動作時
間は調整したり、合否判定を行うために
活用することが可能です。初期状態では、
この時間は、ESD動作時間(セットアップ
時)+10%に設定されています。

11/13 ESD(直近のテスト)：フルストローク
テスト中に、試験的にESDコマンドを出し
たときに記録された実際の時間を表して
います。

12/13 閉動作(セットアップ時)：フルストロ
ークのセットアップ中に、試験的に「閉」コ
マンドを出したときに記録された実際の
時間を表しています。

13/13 閉動作(直近のテスト)：フルストロー
クテスト中に、試験的に「閉」コマンドを出
したときに記録された実際の時間を表して
います。

7.10	 部分ストロークの設定

SIソフトウェアの部分ストローク機能によ
り、バルブをフルストロークさせたり、プ
ロセス媒体を中断することなく、アクチュ
エータやバルブが機械的摩耗や損傷によ
り故障するリスクを確認することができ
ます。

Open Limit

Partial Stroke

1 / 8 To Position 90%

2 / 8 Setup

3 / 8 Test

4 / 8 Result (Last test) Pass

Partial Stroke times (Secs)

5 / 8 ESD (Setup) 1.27

6 / 8 ESD (Last test) 1.27

7 / 8 Open (Setup) 6.32

8 / 8 Open (Last Test) 6.31

                                                                  1 / 8

部分ストロークテストは、現場画面のメニ
ューから実行することができます。テスト
開始前にガス封入が必要な場合は、「PST
を実行する前に、ガスを封入して下さい」
というメッセージが表示されます。

部分ストロークの設定は、以下のようにな
っています。なお、部分ストローク時間は、
例示値です。
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1/8 移動先

ここでは、部分ストローク時のアクチュ
エータの移動先(開度)を設定します(1%
～99%まで設定可能)。初期値は90%で
す。即ち、アクチュエータがノーマルク﻿
ローズタイプの場合、開側リミットから開
度90%の位置まで移動した後、開側リミッ
トに戻ります。

2/8 セットアップ

ここでは、初回の試運転調整時の部分スト
ロークについて、セットアップを行います。
この初回の部分ストロークが、試運転調整
後に実行した部分ストロークを評価する
際の基準となります。アクチュエータの設
定によっては、アクチュエータが様々な動
作速度で、何度も部分ストロークを行うこ
とがあります。必ず、アクチュエータを適切
なリミット(ノーマルクローズアクチュエー
タの場合は開側リミット)まで移動させ、動
作モードを「現場」に切り替えて下さい。

を押して、セットアップ機能を選択して
下さい。アクチュエータには、以下の指示
が表示されます。

!
Partial Stroke Setup

will be run.

Ok to proceed.

3/8 テスト

この機能により、部分ストロークテストを
実行します。アクチュエータには、1/8で設
定した位置まで移動して戻ってくるまでに
かかった時間が記録されます。

この機能を実行しようとすると、以下のよ
うな指示が表示されます。

!
Partial Stroke Test

will be run.

Ok to proceed.

4/8 結果(直近のテスト)

前回のテスト結果は、右列に表示されま
す。この結果は、セットアップ時の結果と比
較されます。部分ストロークの所要時間が
事前に設定しておいた許容値(以下参照)を
超えている場合、テストは不合格となりま
す。なお、許容値を算出するには、セットア
ップ時のフルストローク時間と部分ストロ
ーク時間との比を考慮して、フルストロー
クテストの設定時間(最小または最大時間)
を調整して下さい。

5/8～8/8 部分ストロークの時間

ここには、セットアップ時の部分ストローク
テスト及びそれ以降のテストで記録された
時間が表示されます(表示単位：秒)。

5/8 ESD(セットアップ時)：部分ストローク
のセットアップ中に試験的にESDコマンド
を出したときに記録された実際の時間が
表示されます。

6/8 ESD(直近のテスト)：部分ストローク
テスト中に試験的にESDコマンドを出した
ときに記録された実際の時間が表示され
ます。

7/8 開動作(設定)：部分ストロークのセット
アップ中に試験的に「開」コマンドを出し
たときに記録された実際の時間が表示さ
れます。

8/8 ESD(直近のテスト)：部分ストロークテ
スト中に試験的に「開」コマンドを出した
ときに記録された実際の時間が表示され
ます。
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1/8 セットアップ：通常時のアキュムレー
タのガス封入サイクルを記録します。セッ
トアップは、必ず、初回のアクチュエータ試
運転調整時に行い、それ以外の時には行
わないで下さい。セットアップにより、アキ
ュムレータの圧力は設定圧力まで補充さ
れ、セットアップ時のガス封入時間(4/8)が
記録されます。また、セットアップ時の蓄圧
量(7/8)も算出されます。セットアップは、ア
キュムレータのガス封入テスト(2/8）を実
施する際の、正常値の基準として活用さ
れます。

を押して、Setup(セットアップ)機能を選
択し、画面の指示に従って下さい。

!
Set local controls to

local control stop

Ok to proceed

現場操作ノブを「停止」位置まで回し、設
定器を用いて「OK」を選択して下さい。現
場操作ノブが「停止」位置にない場合、同
じ警告が表示されます。

!
Manually discharge

The Accumulator.

Ok to proceed.

油圧回路図をご参照の上、アキュムレー
タのガスを完全に抜いて下さい。アキュム﻿
レータの圧力が0になったら、設定器を用
いて、「OK」を選択して下さい。圧力が0に
なっていない場合は、同じ警告が表示され
ます。

!
Close Accumulator

Discharge Valve

Ok to proceed.

アキュムレータの圧力逃し弁を手動で閉
じて下さい(油圧回路図参照)。操作を続け
るには、「OK」を選択して下さい。

!
Set local controls to

local control local

Ok to proceed

アクチュエータの現場操作ノブを回して、
「現場」モードに切り替え、「OK」を選
択して下さい。アキュムレータのガス封
入が開始されます。現場操作ノブが「現
場」モードでない場合、同じ警告が表示
され、アキュムレータのガス封入は行わ
れません。

7.11	 アキュムレータのガス封入設定

アキュムレータのガス封入テストでは、応答時間ごとの圧力を解析することにより、ア﻿
キュムレータが正しく機能していることを確認することができます。

アキュムレータのガス封入テストの設定は、以下のとおりです。なお、ガス封入時間及び
圧力の記録は、例示値です。

Stopped

Accumulator Charge

1 / 8 Setup

2 / 8 Test

3 / 8 Result (Last test) Pass

Accumulator Charge Times

4 / 8 Setup 95.17

5 / 8 Test 92.95

Accumulator Pre Charge

6 / 8 Factory 60

7 / 8 Setup 60

8 / 8 Test 60

1/8

アキュムレータの設定圧力(工場にて設定しております)は、用途に左右されるため、ユニッ
トごとに異なります。
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いずれかの段階でCancel(取り消し)を選
択するか、若しくは、ガス封入の過程でア
クチュエータの現場操作ノブを「停止」モ
ードに切り替えると、セットアップが中断さ
れます。

2/8 テスト：アキュムレータのガス封入テ
ストを行います。アクチュエータは、アキュ
ムレータのガス封入設定(1/8)にて詳述し
たガス封入サイクルを繰り返します。画面
の指示に従って、アキュムレータのガス封
入テストを完了して下さい。テスト時のガ
ス封入時間(5/8)が記録され、テスト時の
蓄圧量(8/8)が算出されます。

3/8 結果(直近のテスト)：アキュムレータ
のガス封入テスト(2/8)の合否が表示され
ます。テスト時のガス封入時間(5/8)が、セ
ットアップ時のガス封入時間(4/8)の±10%
以内に収まっていれば、合格となります。

4/8 セットアップ：セットアップ時のガス封
入(1/8)サイクルを実行するための時間(秒)
が表示されます。

5/8 テスト：テスト時のアキュムレータのガ
ス封入(2/8)サイクルを実行するための時
間(秒)が表示されます。

6/8 工場：工場で設定した蓄圧量が表示
されます。なお、数値は、システムの最大
圧力に対するパーセンテージで表示され
ます。

7/8 セットアップ：算出したセットアップ時
の蓄圧量が表示されます。なお、数値は、
システムの最大圧力に対するパーセンテ
ージで表示されます。

8/8 テスト：算出したテスト時の蓄圧量が
表示されます。なお、数値は、システムの
最大圧力に対するパーセンテージで表示
されます。
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8.	 指示スイッチ(オプション)の設定

SIには、最大で4個まで内部指示スイッチ﻿
(アクチュエータの開度監視に使用するこ
とが可能)を取り付けることができます。こ
れらスイッチは、表示部のカバーを外した
ところにあります。

 警告：表示部のカバーを取り外す前
に、必ず、全ての電源を遮断して下さい。

8.1	 表示部のカバーを取り外す

6mmの六角レンチを用いて、4本の固定ね
じを均等に緩めて下さい。ドライバーでカ
バーをこじ開けようとしないで下さい。Oリ
ングシールや、防爆認証ユニットの接合面
を傷つける恐れがあります。

8.2	 リミットスイッチの調整

リミットスイッチは、表示部シャフトの隣
にあり、積み重なった状態になっていま
す。シャフトに取り付けられているのがリ
ミットスイッチのカムです。カムのオフセッ
ト角を調整すると、アクチュエータのスト﻿
ローク範囲内の様々な位置でスイッチを
作動させることができます。カムをシート
から遠ざけ、目的の位置まで回すと、カム
を調整することができます。一度スプリン
グを開放すると、カムはシートに押し戻さ
れます。

図 8.2.1	 	

図 8.2.2	 	

図 8.2.3	 8.3	 表示部カバーを再度取り付ける

Oリングシールと嵌めあい部が良好な
状態であり、薄くグリースが塗られてい
ることを確認してから、カバーを取り付
けて下さい。シャフトのカップリング用
の溝(カバー底面にあり)と、表示部シャ
フトの溝とが合っていることを確認し
て下さい。慎重に、カバーを元の位置
に戻して下さい。このとき、出来るだけ﻿
真っすぐ戻し、完全に噛み合うまで押し込
んで下さい。4本の固定ねじを均等に締め
て下さい。
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9.	 メンテナンス及びトラブルシュ
ーティング

9.1	 基本メンテナンス

全てのロトルクアクチュエータは出荷前に
十分な試験を受けており、本取扱説明書
の指示通りに取り付け、シール、試運転調
整を行って頂ければ、故障することなく長
期使用が可能です。

SIアクチュエータの本体は非貫通構造であ
るため、アクチュエータの部品を完璧に保
護することができます。カバーを取り外す
と将来的に、アクチュエータの信頼性が低
下する恐れがありますので、定期点検の際
は、カバーを取り外さないで下さい。本体
内部には、ユーザー側で点検・修理可能な
部品はありません。

メンテナンスや点検を実施する前に、必ず、
アクチュエータの電源を遮断して下さい。

アクチュエータのカバーを取り外す前に、
必ず、電源を遮断して下さい。

使用頻度の低い電動弁の場合は、日常運
転のスケジュールを作成して下さい。な
お、スケジュールには、アクチュエータの
定期部分ストロークの日程を含めても構い
ません。

日常メンテナンスの際は、以下の作業を実
施して下さい。

•	 アクチュエータ-バルブ間の固定ボルト
が締まっていることを確認して下さい。

•	� バルブのステム及びドライブナットが清
潔であり、適切にオイル潤滑が行われ
ていることを確認して下さい。

•	� 制御モジュール本体を点検し、外面に
損傷がないか、ボルトの緩みや欠落が
ないか、を確認して下さい。

•	 外面のボルトは、全て、21Nm(15.5 lbf.ft)
まで締めて下さい。

•	� アクチュエータに過度の埃や汚れが蓄
積していないことを確認して下さい。

•	 作動油が無くなっていないか、確認して
下さい。確認の際は、アクチュエータの
電源を取り外した状態で、オイルフィル
プラグを取り外して下さい。オイルの液
面は、タンクのオイルフィルプラグのシ
ール面から50mm以内におさめて下さ
い。作動油を補充しなければならない
場合は、必ず、適切な種類のオイルを使
用して下さい。アクチュエータの銘板を
ご覧下さい。この作業にあたり、バルブ
からアクチュエータを取り外さなければ
ならないこともあります。

•	 オイルの液面が低い場合は、アク﻿
チュエータを目視で点検し、漏れが発
生している可能性のある(オイルタンク
の)ボルトを締めて下さい。

•	� フルストロークテストを行い、開・閉両
方向の動作速度を確認して下さい。

•	� アクチュエータを全開表示になるまで
作動させ、現場操作ノブ(赤色)を回して、
「停止」モードに切り替えて下さい。ア
クチュエータを30分放置し、アクチュエ
ータが開側リミットから外れていないこ
とを確認して下さい。

5年使用後は、以下の日常保守も行って下
さい。

•	� 作動油とフィルターを交換して下さい﻿
(必要なオイル量については、セクショ
ン11「重量及びオイル量」をご参照下
さい。

•	� アクチュエータのシールを交換して下﻿
さい。
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9.2	 フィルター交換

フィルタープ
ラグ(M39)

スプリング

モータ/ポンプ ハウジング

フィルターのOリングシール
フィルター

モータカバー

オイルタンク

図 9.2.1	 SIアクチュエータ(アキュムレータなし)

 警告：フィルターを交換する前に、シス
テム内に圧力がないこと、及び電源が切
断されていることを確認して下さい。

アキュムレータなしの場合：アクチュエー
タのフィルターは、図9.2.1のとおり、モータ
またはポンプのハウジング内にあります。

アキュムレータ付きの場合、アクチュエータ
のフィルターはマニホールド内にあります。

17mmの六角レンチを用いて、フィルター
のプラグ(M39)を取り外し、スプリングとフ
ィルターを引き出して下さい。フィルター
のOリングシールを新品に交換し、フィル
ター&スプリング格納部底の溝にはまって
いることを確認して下さい。新品のフィル
ターを、シール面の終端が外側を向くよう
に、フィルター&スプリング格納部に収容
して下さい。フィルターの頭にスプリング
を取り付けて下さい。M39フィルタープラ
グを元の位置に戻し、締めて下さい。

9.3	 作動油の交換

オイルフィルプラグを取り外すと、システム
にオイルを継ぎ足すことができます。適切
なサイズの漏斗を用いて、タンクにオイル
を注いでください。タンクに継ぎ足す時
に、3μフィルターで作動油を濾過して下さ
い。これを行うことで汚染の可能性を減ら
すことができます。
作動油を全交換する場合は、オイルを充
填する前に、システムの洗浄を行って下さ
い。詳細については、作業マニュアルをご
覧下さい。
SI3及びSI4には、以下の作動油を使用する
ことができます。

標準仕様
32cST鉱物油
フックス製Renolin CL32
ご注文時に、特に、過酷な環境や、その他
特殊環境向けのご指定がない場合、SIアク
チュエータは、32 cST鉱物油を充填して出
荷されます。このオイルは、アクチュエータ
を-15～+70℃の周囲温度で作動させる場
合に適しています。

低温環境向け
32 cST合成オイル
フックス製Renolin Unisyn OL32
このオイルは、アクチュエータを、周囲温
度-30～+70℃で作動させる場合に適して
います。)

超低温環境向け
周囲温度-50～+40℃で作動させる場合の
適切なオイルにつきましては、ロトルクま
でお問合せ下さい。
SIアクチュエータに別の作動油を使用する
前に、ロトルクまでお問い合わせの上、使
用の可否を確認して下さい。

9.4	 認定ヒューズ

以下のヒューズ以外は使用しないで下さ
い。アクチュエータの回路図をご覧下さい。

定格 部品 場所 ヒューズ

4.00 A FS1 ACアダプター
基板

Littelfuse 
0213004.
MXP

3.15 A FS2 変圧器配線 Schurter 
0034.3122
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10.	 取り外し及び処分

ここでは、エンドユーザーを対象に、製品
使用後の処分方法をご案内致します。

いずれの場合も、処分前に、地方自治体
の規制を確認して下さい。
アクチュエータを取り外す際は、「取り付
け及び配線」のセクションで説明した操作
と逆の操作を行って下さい。

必ず、「取り付け及び配線」のセクション
にて記載した警告を遵守して下さい。アク
チュエータ及びその部品は、以下の表に﻿
従って、処分して下さい。

 警告：アクチュエータが突然作動し、怪
我をする恐れがありますので、取り外しの
際は、バルブやシステムの負荷がかからな
いようにして下さい。

機器・材料 該当部品・材料 使用箇所 危険性 リサイクル EU廃棄物コード 処分方法

電気・電子部品
プリント基板 全製品 有 可 20 01 35

専門のリサイクル業者に依頼
配線 全製品 有 可 17 04 10

ガラス ウインドウ SI表示窓 無 可 20 01 02 専門のリサイクル業者に依頼

金属

アルミニウム パワーユニット鋳造部、カバー、マニホールド 無 可 17 04 02

免許を持ったリサイクル業者に依頼

銅/真鍮 配線、モータ巻き線 無 可 17 04 01

スチール アクチュエータ本体、スプリング収納部、シリンダー 無 可 17 04 05

ステンレス鋼 表示部シャフト、手動ハンドルシャフト、マニホールドバ
ルブ及びプラグ、配管 無 可 17 04 05

混合金属 SIモータ 無 可 17 04 07

プラスチック
ガラス入りナイロン 電気部シャシー、メザニンカバー 無 不可 17 02 04 一般商業廃棄物として処分

ポリカーボネート 開度指示計 無 可 17 02 03 免許を持ったリサイクル業者に依頼

作動油
鉱物 標準アクチュエータ 有 可 13 02 04 処分前に特殊な処理が必要。専門のリサイクル業者また

は廃棄物処理業者に依頼食品級 食品産業用途 有 可 13 02 08

ゴム シール、Oリング カバー、シャフト、油圧シール 有 不可 20 01 99 処分前に特殊な処理が必要な場合あり。専門のリサイク
ル業者または廃棄物処理業者に依頼
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12.	 振動、衝撃、騒音

標準仕様のSIアクチュエータは、振動や衝撃が以下を超えないアプリケーションに適して
います。

種類 レベル

プラントが発する振動 周波数レンジ10～1000Hzの全振動の合計が1g rmsを超えないこと

衝撃 ピーク加速度5gを超えないこと

地震 地震の最中または地震後に操作しなければならない場合、周波数レンジ﻿
1～50Hzで加速度2gを超えないこと

騒音 個別試験で、1mの距離から発した騒音が75db(A)を超えないことが確認できた
こと。

11.	 重量及びオイル量

11.1	 SI3アクチュエータ

以下の表は、標準SI3アクチュエータの重量及びオイル(作動油)量を表しています。

アクチュエータ型式 重量 – kg (lbs) オイル量  – リッター(USガロン)
SI3-030-035*/C0 82 (181) 4.56 (1.2)
SI3-030-035*/C1 81 (179) 4.56 (1.2)
SI3-060-045*/C2 95 (209) 4.61 (1.22)
SI3-120-060*/C3 151 (333) 4.74 (1.25)
SI3-240-070*/C2 174 (383) 4.93 (1.3)
SI3-240-070*/C3 174 (383) 4.93 (1.3)
SI3-085S-050*/C2D 234 (515) 4.87 (1.29)
SI3-085*-060*/*3D 293 (645) 5.1 (1.35)
SI3-085*-070*/*6D 321 (707) 5.2 (1.37
SI3-085*-080*/*7D 377 (803) 5.5 (1.45)
SI3-100C-080*/*2D 430 (946) 5.4 (1.43)
SI3-130*-080*/*1D 600 (1320) 5.9 (1.56)
SI3-130S-090*/*5D 830 (1826) 6.2 (1.64)
SI3-130*-100*/*6D 882 (1941) 6.7 (1.77)
SI3-161*-100*/*2D 1353 (2977) 6.9 (1.82)
SI3-161*-110*/*3D 1305 (2871) 7.5 (1.98)
SI3-161*-125*/*4D 1470 (3234) 8.5 (2.25)

11.2	 SI4アクチュエータ

SI4アクチュエータの場合は、契約内容によって異なるため、重量及びオイル(作動油)量の
詳細につきましては、契約資料をご参照下さい。
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13.	 SIの認証

 SI3及びSI4レンジの電油式アクチュエ
ータには、様々なオプションが用意されて
います。各ユニットごとの認証の詳細につ
きましては、アクチュエータのデータラベ
ル及び各契約資料をご確認下さい。

 警告：

1) 認証温度は、動作温度ではありません。
動作温度につきましては、アクチュエータの
銘板をご覧下さい。

2)外部熱源と周囲温度との合計が動作温度
の下限または上限を超える場合は、アクチュ
エータを使用しないで下さい。

英国規格 - 危険場所
UKEX (2016 No. 1107) 
II 2 G
Ex db ① h IIB T4 Gb
Ex db ① h IIC T4 Gb
周囲温度=②の場合は+70℃まで
① 安全増の端子筐体を備えたユニットの場合
は、「eb」を追加。

SI3及びSI4(マニホールド構成1)
② -50℃まで、 Group IIB & IIC

SI4(マニホールド構成2)
② -50℃まで、 Group IIB
② -20℃まで、 Group IIC

認証：CSAE 21UKEX1430X

欧州規格 - 危険場所
ATEX 指令 (2014/34/EU) 
II 2 G
Ex db ① h IIB T4 Gb
Ex db ① h IIC T4 Gb
周囲温度=②の場合は+70℃まで
① 安全増端子筐体オプションを備えたユニッ
トの場合は、「eb」を追加。

SI3及びSI4(マニホールド構成1)
② -50℃まで、 Group IIB & IIC

SI4(マニホールド構成2)
② -50℃まで、 Group IIB
② -20℃まで、Group IIC

認証：Sira 15ATEX1119X

国際規格 - 危険場所
IECEx (IEC 60079-0, IEC 60079-1 & 
IEC60079-7)
Ex db ① IIB T4 Gb
Ex db ① IIC T4 Gb
周囲温度=②の場合は+70℃まで
① 安全増端子筐体オプションを備えたユニッ
トの場合は、「eb」を追加。

SI3及びSI4(マニホールド構成1)
② -50℃まで、 Group IIB & IIC

SI4(マニホールド構成2)
② -50℃まで、 Group IIB
② -20℃まで、 Group IIC

認証：IECEx SIR 15.0046X
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カナダ・米国規格 - 危険場所
cCSAus (Class 2258-06 & 2258-86)
カナダ： 
Ex db ① IIB T4 Gb
Ex db ① IIC T4 Gb

米国：  
Class 1, Zone 1 AEx db ① IIB T4 Gb
Class 1, Zone 1 AEx db ① IIC T4 Gb
周囲温度=②の場合は+70℃まで
① 安全増端子筐体オプションを備えたユニッ
トの場合は、「eb」を追加。

SI3及びSI4(マニホールド構成1)
② -40℃まで、 Group IIB & IIC

SI4(マニホールド構成2)
② -40℃まで、 Group IIB
② -20℃まで、 Group IIC

認証：CSA 17CA70005775X

中国規格 - 危険場所
CCC (CNCA-C23-01:2019)
GB/T 3836.1-2021, GB/T 3836.2-2021, 
GB/T 3836.3-2021

Ex db ① IIB T4 Gb
Ex db ① IIC T4 Gb
周囲温度=②の場合は+70℃まで
① 安全増端子筐体オプションを備えたユニッ
トの場合は、「eb」を追加。

SI3及びSI4(マニホールド構成1)
② -50℃まで、 Group IIB & IIC

SI4(マニホールド構成2)
② -50℃まで、 Group IIB
② -20℃まで、 Group IIC

認証：2021322307003808

インド規格 - 危険場所
CCoE (Petroleum Rules 2002)
Ex db IIB T4 Gb
Ex db IIC T4 Gb
周囲温度=①の場合は+70℃まで
SI3及びSI4(マニホールド構成1)
① -50℃まで、 Group IIB & IIC

SI4(マニホールド構成2)
① -50℃まで、 Group IIB
① -20℃まで、 Group IIC

認証： 
P550926 (SI3 IIB), P550925 (SI3 IIC),
P550924 (SI4 IIB), P550923 (SI4 IIC)

EAC - 危険場所
アルメニア、カザフスタン、キルギスタン﻿
を含む。
EAC (TR TS 012/2011)
1 Ex d ① IIB T4 Gb
1 Ex d ① IIC T4 Gb
周囲温度=②の場合は+70℃まで
① 安全増端子筐体オプションを備えたユニッ
トの場合は、「eb」を追加。

SI3及びSI4(マニホールド構成1)
② -50℃まで、 Group IIB & IIC

SI4(マニホールド構成2)
② -50℃まで、 Group IIB
② -20℃まで、 Group IIC

認証：RU C-GB.HB07.B.00088/20
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英国・欧州規格 - 非危険場所
BS EN 60529:2013
IP66/68 (水深7m下に72時間)

国際規格 - 非危険場所
IEC 60529:2013
IP66/68 (水深7m下に72時間)

カナダ・米国規格 - 非危険場所
Class 2252-06 & 2252-86  
(プロセス制御機器の場合)

カナダ：
CSA/CAN-C22.2 No. 61010-1-12  
(Update 1 & 2)

米国：
UL 61010-1 3rd Edition (Update 1 & 2)

筐体：
カナダ：
CAN/CSA-C22.2 No. 60529:16﻿
IP66/68 (水深7m下に72時間)
CAN/CSA-C22.2 No. 94.1-15 & 94.2﻿
Type 4 & 6

米国：
ANSI/IEC 60529:04 (R2011)﻿
IP66/68 (水深7m下に72時間)
UL50 & UL50E﻿
Type 4 & 6

UKCA・CEマーキング
アクチュエータの全体的な構成によっては、
上記の危険場所規制及び指令に加えて、以下
の英国規制または欧州連合指令が適用され
ることもあります。

英国 - Supply of Machinery(Safety) 
Regulation 2008:2008年機械の供給(安全)
規制

欧州連合 - Machinery Directive(機械指令) 
2006/42/EC

SI3及びSI4は、半完成機械とみなされていま
す。即ち、SI3及びSI4を内蔵した機器は、完成
形の機器アセンブリを適切に評価し終えるま
で使用しないで下さい。

英国 - Radio Equipment Regulation 
2017(2017年無線機器規制)

欧州連合 - 無線機器指令 2014/S3/EU

SI3及びSI4は工業製品におけるEMC(電磁両
立性)環境での使用に適しています。

英国 - Pressure Equipment(Safety) 
Regulations 2016

欧州連合 - Pressure Equipment Directive 
2014/68/EU：圧力機器指令2014/68/EU

14.	 機能安全

SI3及びSI4レンジの電油式アクチュエータは
IEC 61508:2010に従って設計されています。
詳細につきましては、別冊の安全マニュアル
をご覧下さい。

15.	 定格電源

 定格電源につきましては、各ユニットのデ
ータラベルをご確認下さい。

アクチュエータに使用されている以下の記号
は、電源の種類を表しています。

	 DC電源 (+ve, -ve & 保護接地導体)
 	 単相電源 (2 x 相導体 & 保護接地導体)
3 	 3相電源(U、V、W相 & 保護接地導体)

SI3及びSI4(一体型モータ内蔵)
	 24 VDC, 最大 0.29 kW

 	 110-120 VAC 60 Hz, 最大 1.34 kVA
 	 230 VAC 50 Hz, 最大 0.97 kVA
 	 230 VAC 60 Hz, 最大 1.25 kVA
3 	 380-440 VAC 50/60 Hz, 最大 1.66 kVA
3 	 480-575 VAC 60 Hz, 最大 1.66 kVA

他社製モータ内蔵SI4(オプション)
あらゆる電圧に対応。最大5.5kWまで。

モータメーカーの資料や契約書類も併せてご
覧下さい。
デューティ：遮断または間欠運転(毎時300回
始動)。デューティ比：+40℃までは75%、+40℃
を超えると40%)
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